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　それぞれのグループ協議内容は、代表者により全
体に報告されました。どのテーマも限られた時間で
は結論の出ないものばかりでしたが、それぞれの立
場で多くのヒントを持ち帰っていただけたと思ってい
ます。
　11月10日に予定されている第 2 回会議では、そ
れぞれのテーマをより具体的な視点で協議すると同
時に、年度末の刊行を目指す『教員必携　外国に
つながる子供の教育　進路指導』の進行状況と全
体的な内容について話し合う予定です。
　進め、栃木の日本語教室。
タイトル通り、本プロジェクトの「学生派遣ボラ
ンティア事業」で小中学校等に派遣され、外国
人児童生徒支援のためのボランティア活動を行っ
ている学生が交流し自由に語り合う会が７月11日
（月）に行われた。参加者は次のとおりである。
学生　戸井田真弓（教育学部２年）
　　　海野　杉江（国際学部３年）
　　　大城　五月（国際学部４年）
　　　呂　　　卉（教育学部２年）
　　　瀬川　　彩（国際学部４年）
　　　小向　郁衣（国際学部３年）
　　　松田　梨奈（国際学部３年）
教員　田巻松雄教授
　　　スエヨシ・アナ講師
　　　若林秀樹特任准教授
　　　船山千恵コーディネーター
　　　辻猛司コーディネーター
私の進行により、趣旨説明、自己紹介、体験発表、
フリ トーーク、総評という順で会は進められた。ボ
ランティア学生は、活動の動機、活動内容、活動
での学びや気づき、疑問や困ったこと、HANDS
への要望や意見について体験に基づいて発表し、
参加者が自由に意見を述べ合った。
《動機》
学生の多くが、外国人児童生徒教育に興味・関
心を抱いたこと、子どもたちとの関わり合いを持ち
たいと思ったことを活動の動機としている。自分の
能力を試したり、役立てたりしたいという思いも述
べられた。
《活動内容》
派遣先によって活動内容は様々であるが、中心
は授業中の学習支援。教科は国社算理。取り出し
授業もあるが少ない。昼休みの共遊、放課後指導、
給食会食などを行っている学生もいる。個別指導
が中心だが、二名を受け持ったり、クラス全体へ
の支援を依頼されたりもしている。学校生活に慣れ
なかったり、理解力が低かったり、文章題がわか
らなかったり、というような現状のようである。対
象は、ペルー、中国、バングラディッシュ、フィリ
ピンにつながる児童生徒である。
《学びや気づき》
子どもたちの実態、クラスの実態を見ることがで
き、子どもとの関わりの難しさを知ったようだ。学
習指導の支援も大切だが、それ以前の心のつなが
りやコミュニケーションの重要性を述べている。い
ずれにせよ、互いに知り合う時間が必要で、そうす
ることで心が開き、効果的な指導が可能になるとい
うことだろう。
《疑問や困ったこと》
授業に集中できない、学習意欲を持てない外国
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人児童生徒に対して、どのように注意を与えればよ
いのか、何がわからないかもわからない状況にい
る彼らの困難をどのように把握するのか、どんどん
進んでいく授業の中で、対応に困っている学生の
姿が垣間見られる。問題が家庭にあると察したと
き、どこまで本人に聞き出してもよいのかなど、家
庭環境の改善にまで話が及んだ。対象児童生徒以
外の子どもたちとの接し方にも難しさを感じている。
学校側の流れで起こる突然の予定変更にも戸惑っ
ている。学校教員の多忙さを理解しつつ、外国人
児童生徒に対して教員がもっと目を向けて欲しいと
願う学生の気持ちには素直に感動する。
《HANDSへの要望など》
本日のようなフリ トーークの機会を増やして欲し
い。留学生のボランティアが増えること、派遣先が
拡大することを希望している。
フリ トーークが要望としてあげられたことを見て
も、今回の「ボランティア交流フリ トーーク」は有
意義であったといえる。それは、同じ活動をしてい
る仲間を知り、意見を交換でき、自分の活動を振り
返ることができたということだろう。対応への困難
を抱えながらも、そのことが自分の成長につながる
と信じて活動しているからこそ、派遣先の学校から
感謝もされている。
話題の中に、現実の学校現場での外国人児童生
徒教育の在りように疑問が出された。一朝一夕に解
決できる問題ではなく、これからのグローバル化さ
れた社会における学校教育に抵触する問題であり、
こうした教育認識を共有できる方法を探っていくし
かない。「いろいろあるが、子どもとの関わりが楽
しかった」という学生の発言が印象的だった。
若林准教授「現場で活動して、君たちは何かが
見えてきた」、船山コーディネータ 「ー子どもに寄り
添うことが原点」ということばで、フリ トーークが
終わった。第二回、第三回を期待したい。
2011年 7月27日から29日の 3日間、宇都宮市
教育委員会東生涯学習センタ （ー以下、生涯学習セ
ンター）とHANDSプロジェクトの共催で「子ども
国際理解サマ スークール」（以下、サマ スークール）
が行われました。本事業は、HANDSとしては昨
年度に続き2 度目となる事業です。県内の小学校
4 年生から 6 年生を対象に公募され、宇都宮市内
の 38 名の児童の参加がありました。中には 2回目
の参加者もいました。
サマ スークールのプログラムを立案するに当たり、
昨年度同様、以下の点に重点を置きました。第一に、
①自分自身を知る、②相手を認める、③互いがかか
わる、④自分自身に誇りをもつ、の 4つの視点から
子どもが主体的に学習する場を提供すること。第二
に、地域の実態を踏まえ、子どもたちが「自分と向
き合う」、「他者と向き合う」、「違いと向き合う」、「地
域と向き合う」ために、主体的に国際理解を進める
力を養うことです（参考『「共に生きる子ども」を育
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